
特定非営

 

平成 29 年
 
 会員数

総数は 45
般参加者

なるご努力

 
1．平成 2
 
 
 
 
 
2．活動部

   ・富

  
   ・御

   ・高

   ・イ

  
   ・北

  
  
 
3．山の自

 
  
 
 
  
 
4．四季の
 
5．会報の

 
 
6．会員数

 
 
 
 
7．その他

 
 
  
 
 
 
 

営利活動法人

年度 事業

の推移はここ

50 人に及び、

が半数に迫る

力に感謝申し

29 年 通常総
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開催場所： 
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富士山森林復
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御宿里山保全
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室内

・現地講座 7
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人 山の自然

業報告（平成

こ数年、横這
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し上げます。

総会・記念講

： 平成 2
内海 
竹村公

36 名

地活動の日数

復元活動 
体受入 セラ

全活動  
ニタリング活

リター活動

 
活動  
十三浜プロジ

気仙沼の植樹

（現地講座

講座 「山の自

内講座 7 回と

7 回実施 
1 回実施 

※講座

員懇談会 

山から始まる自
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3 団体 1

ージの運営
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然学クラブ

成 29 年 1 月 1

這いですが、

は約 800 人活

幅広く世に支

以下、内容

講演 
29 年 2 月 2
 2 階教室

公太郎氏 

 （会員 32

数、参加者人数

16 日
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 2 日

活動  4 日

（奥志賀）

ガイドウ
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樹・海岸植物
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参加者 8
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活動部会の

活動している

支持されてい

容と成果はそ
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「日本文明と
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数） ※次頁
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参加者 8 名

参加者 10
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参加者 113
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017」 3
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と地形 －富
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象 34 名 ミ

3 名（うち当

専門学校との

べの森をつく

409 回） 次

3 月 4 日－11
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します。担当
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富士山のトリ
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6 名 一般 2
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（会員 5 名）
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当会スタッフ

協働活動 
ろう会との協

次頁に年間活

1 月 7 日 
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51 名） 
3 名） 
講座について
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2 日発行、16

会員 2 名 

、参加申込み

一般 38 名が

とする普及啓
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ンティアスタ

名） 
5 名） 
 

参加人数 75
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  平成
 

7-9 北上・三
14 四季・懇
19 御宿⾥⼭
4 現地・⾸

25 総会

4〜11/7 基礎連続

4 基礎連続

14 基礎連続

25 基礎連続

1-3 北上・三

4 基礎連続

1 四季・懇

18 基礎連続

22 基礎連続

27-28 現地講座

3-4 北上・三

3 現地・⾸

10-11 富⼠⼭森
28 北上・三

15-16 北上・三

28-31 モニタリ
1-15 インター
9-11 関連団体
12-14 北上・三

26-27 富⼠⼭森

9 現地・⾸

16-17 北上・三

18 北上・三

30-10/1 富⼠⼭森

/3 基礎連続

/7-9 北上・三

/17 基礎連続

/21-22 富⼠⼭森

/3 基礎連続

/5 富⼠⼭森

/7 基礎連続

/18 現地・⾸
/19 御宿⾥⼭
/16 室内講座

実施⽇程
2017年

活動

営利活動法人

29 年 活動
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⼭
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続

続
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森林復元
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リング
ープリター
体等
三陸

森林復元

⾸都圏講座

三陸

三陸

森林復元

続

三陸

続

森林復元

続

森林復元

続

⾸都圏講座
⼭
座

井の頭

⼗三浜

⼭の⾃
 「⾼
⼭の⾃
 「世

⼭の⾃
 「⾃

動種別

三陸現
森をつ

⾃然再

種⼦採

⼭の⾃
 「⼤

⼭の⾃
 「植

⾃然再

志賀⾼
【熊本

マメザ

調査プ

富⼠⼭
（402

三陸⾃
・4⽇は

⼗三浜

⼗三浜
作業（

信州講
中央構

奥多摩
回）

⾃然再
 屋敷

⼭の⾃
る諸現

⼭林の

⼭の⾃
都⺠の

⼭の⾃

種⼦採
と樹⽊

⼭の⾃
然学」
銚⼦ジ

会員の

新年餅

総会と
記念講
⼭の⾃

⼭の⾃
 「東

⼗三浜

淡⽔⿂
多摩川

奥多摩
回）

種⼦採

人 山の自然

動部会の主要

* イ

頭公園 お花⾒会

浜プロジェクト／製作

⾃然学講座2017・室
⾼⼭植物の⽣活史と近
⾃然学講座2017・現
世界⼀登⼭者の多い⼭

⾃然学講座2017・室
⾃然観察の視点」と

現地講座 地質・地形
つくろう会共催

再⽣活動・気仙沼 屋

採取および樹⽊の観察

⾃然学講座2017・室
⼤地の変動と⽇本列島

⾃然学講座2017・室
植物の⽣存と繁殖の戦

再⽣活動・気仙沼 ハ

⾼原 クリスチャニア
本・阿蘇】草原の再⽣

ザクラの種⼦採取／天

プロットの温度計デー

⼭・夏の現地講座「樹
2回）下刈りと枝払い

⾃然学講座・森と植物
は海べの森をつくろ

浜夏祭り（13⽇）・

浜プロジェクト／製作
（⼗三浜・気仙沼）

講座30「茅野市の⾥
構造線の露頭・断層⾕

摩・笹尾根の⼤伐採地

再⽣活動・気仙沼
敷林の植樹・樹⽊の種

⾃然学講座2017・室
現象」

の刈り払い、現地調査

⾃然学講座2017現地
の森(三頭⼭のブナ)

⾃然学講座2017・室

採取および樹⽊の観察
⽊観察」（407回）

⾃然学講座2017・室

ジオパークを歩こう

の活動発表会（409回

餅つき⼭⾏ 景信⼭

と記念講演・⼭から始
講演「⽇本⽂明と地形
⾃然学講座2017・全

⾃然学講座2017・現
東京にカタクリのある

実施内容

浜プロジェクト／建築

⿂保全シンポジウム
川〜桜ヶ丘公園の冬⿃

摩・笹尾根の⼤伐採地

採取・調査 ブナ種⼦

然学クラブ

要⾏事および⼭

ンタープリテ

作した建築の現地設

室内(4)
近年の植⽣変化」

現地(2) ⾼尾⼭
⼭の不思議」

室内(1)
「氷河時代について

形･化⽯の探索（40

屋敷林再⽣・蕎⻨の

察会（１）（405回

室内(2)
島の地質の形成」

室内(3)
戦略・したたかな植

ハマナデシコ植栽／

ア「夏休み⾃然教室」
⽣活動・草刈り／観

天然林の踏査と観察

ータの回収・植⽣の

樹海と⼤室⼭の天然
い・ツタきり

物の観察会（400回
ろう会と共催

お⼿伝い＋現地作業

作した建築の現地運

⼭（市⺠の森）⾒学
⾕巡検」（399回）

地で動物の痕跡を調

種⼦採取活動（406

室内(5)「雪氷と凍結

査・作業道の整備 

地(3) 紅葉の三頭⼭

室内(6)「⽇本の動植

察会（２）「富⼠⼭

室内(7)「アウトドア

！（408回）

回）

始まる⾃然保護201
形 －富⼠⼭のトリ

全10回（398回／室内

現地(1) あきる野
る不思議・河岸段丘

容（主な活動）

築の現地設置打ち合

⿃観察（396回）

地で動物の痕跡を調

⼦の結実状況の現地

 

 

⼭の⾃然学講

テーション ガ

⽯巻

いす
多摩

貸教

室内

ici 

ici 

あき

⽯巻

ici 

ici 

⾼尾

茅野

気仙

奥多

気仙

⽯巻

⽊曽
志賀
阿蘇
⽯巻

奥多

気仙

室根

兼・

ici 

気仙

ici 

兼・

三頭

ici 

銚⼦

都内

設置・調整作業

て」

場

04回）海べの

の種まき

回）

植物たち」

／⼩泉⼩学校

」
観察会の実施

察会

の調査

然林観察」

回）

業

運搬・設置調整

学Ⅱと

調べよう（401

6回）

結⼟壌にまつわ

など

⼭・東京都檜原

植物相の起源」

⼭南麓・ブナ林

アから考える⾃

17（397回）
リック－」
内7回+現地3回

丘」

合わせ

調べよう（403

地調査

講座 ⽇程順

ガイドウォーク

巻／気仙沼

すみ市⺠ホール ⾃

摩市周辺

教室・内海 ⽵

内：ici CLUB 神⽥な

CLUB 神⽥ ⼩

CLUB 神⽥

きる野・切⽋ 辻

巻・⼗三浜周辺

CLUB 神⽥ 多

CLUB 神⽥ 下

尾⼭ ⽯

野近辺

仙沼周辺 ⽯

多摩・数⾺ 秦

仙沼

巻・⼗三浜周辺

曽駒周辺
賀⾼原
蘇市
巻・⼗三浜周辺

多摩・数⾺ 秦

仙沼および周辺

根・気仙沼 鎌

・現地講座
東
緑

CLUB 神⽥ 森

仙沼周辺

CLUB 神⽥ 池

・現地講座
東
緑

頭⼭・檜原 増

CLUB 神⽥ ⼤

⼦ 傍
⾃

内会場 会

場所・会場

順⼀覧 

ク参加者 34

⽇本⼯学院

⾃然再⽣活動部会

⾨司和夫・野⿃の会

⽵村 公太郎

など

⼩泉 武栄

⽬代 邦康

辻村 千尋

⽇本⼯学院

多⽥ 多恵⼦

下野 綾⼦

⽯井 誠治

⽯井誠治

秦和寿

⾃然再⽣活動部会
⾃然再⽣活動部会

⽇本⼯学院

⾃然再⽣活動部会

⾃然再⽣活動部会

秦和寿

⾃然再⽣活動部会

鎌⽥耕太郎

東京農⼤・
緑化⼯学研究室

森 淳⼦

⾃然再⽣活動部会

池⽥ 明彦

東京農⼤・
緑化⼯学研究室

増澤 直

⾃然再⽣活動部会

⼤蔵 喜福

傍島夏⽣
⾃然再⽣活動部会

会員諸⽒

講師・案内・協⼒

4 名 ミニトー

中村華⼦
秦 和寿 懇
中村華⼦

会メンバー

⼤蔵喜福

室村 聰 各

室村 聰

室村 聰

室村 聰

中村華⼦

室村 聰

吉川正幸

室村 聰

室村 聰

池⽥昌史

中村華⼦

秦和寿

中村華⼦
中村華⼦

中村華⼦

下野綾⼦
杉⼭顕⼀
中村華⼦ 関
中村華⼦

中村華⼦

秦和寿

中村華⼦

中村華⼦

中村華⼦

室村 聰

中村華⼦

室村 聰

中村華⼦

室村 聰

中村華⼦

室村 聰

傍島夏⽣
中村華⼦
池⽥昌史

⼒ 担当者

ーク 75名

会員 ⼀般
5 2 4

懇談⾏事（13名参加
1 1 0
6 6 0

36 32 4

各回ごとに記載

20 15 5

21 15 6

13 8 5

10 4 6

17 10 7

（中⽌）懇談⾏事

12 8 4

17 10 7

10 6 4

20 5 15

3 2 1

11 8 3
4 0 4

8 6 2

10 5 5
5 5 34*

関連団体⾏事
9 4 5

12 7 5

10 1 9

9 3 6

20 3 17

23 6 17

7 5 2

13 3 10

10 5 5

25 5 20

15 6 9

4 2 2

10 6 4

18 13 5
7 5 2

27 24 3

内訳参加
⼈数

4
加）
0
0

4

5

6

5

6

7

4

7

4

5

1

3
4

2

5

5

5

9

6

7

7

2

0

5

0

9

2

4

5
2
3


